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豊川市観光協会
0533-89-2206
豊川市諏訪
3-133
プリオ5F

【豊川市観光
  ボランティアガイド
 （豊川市観光案内所内）】
FAX 0533-89-2412
（豊川市観光案内所）
（電話受付はなし
※要予約・無料

江戸時代の貴重な旅籠建物を間近で見学

豊川市大橋屋（旧旅籠鯉屋）

10：00～16：00　　無料
月曜日（祝日の場合は開館）、
年末年始（12/29～1/3）
〒441-0202 豊川市赤坂町紅里127-1
無料駐車場あり　　豊川市大橋屋（旧旅籠鯉屋）
0533-56-2677

御油宿、松並木の歴史と広重の版画

御油の松並木資料館

10：00～16：00（12：30～13：30は休館）　  無料
月曜日（祝日の場合は開館 ※翌日も開館）、
年末年始（12/29～1/3）
〒441-0299　豊川市御油町美世賜183
無料駐車場あり　　御油の松並木資料館
0533-88-5120「時を旅する  

 愛知の街道」
ガイドブック

も併せてご覧ください。

ま
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き
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（有松)

●表紙画像（上から下に）吉田城鉄櫓（豊橋市）、豊川市大橋屋（豊川市）、岩
屋観音（豊橋市）／浮世絵　歌川広重「東海道五拾三次内 鳴海」「同 宮」「同 
岡崎」「同 二川」画像一部（静岡市東海道広重美術館蔵）
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御油宿の町並みの復元模型などの資料が揃う。

本坂道との分岐点で、常夜燈と
道標がある。

幕府の交通政策として植樹され
た、約300本の松の大木が並ぶ。

樹齢800年の楠の大木と、芭蕉句碑がある。　

芭蕉が宿泊し、句を詠んだといわれる。

赤坂宿の歴史を紹介。生涯学習会館内に設置。

所要時間 約1時間23分 距離約4.2km

江戸時代の赤坂宿の資料を展示

赤坂宿場資料室     　　　

9：00～17：00（見学希望の方は
1階事務室にて申込） 　　無料
月曜日、年末年始
〒441-0202 豊川市赤坂町西裏47-1　
無料　　豊川市音羽生涯学習会館
0533-80-1357

豊川市音羽
生涯学習会館内（ （

御油の追分と
秋葉山常夜燈

御油の松並木資料館

関川神社

豊川市大橋屋（旧旅籠鯉屋）

赤坂宿場資料室
（豊川市音羽生涯学習会館内）

御油のマツ並木
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豊橋観光コンベンション協会
0532-54-1484
豊橋市花田町字石塚42-1

問

所

information（二川宿、吉田宿共通）

【豊橋観光ボランティアガイドの会】
　 0532-54-1484
※要予約・無料
実費（交通費・食事代・入場料等）負担
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東海道で唯一の大名と庶民の宿を見学 豊橋市二川宿本陣資料館
9：00～17：00（入館は16：30まで）
 一般400円 小・中・高校生100円
月曜日（ただし、この日が祝日または振替休日の
場合はその翌日）、年末年始（12/29～1/1）
〒441-3155 豊橋市二川町字中町65
無料（100台）　　豊橋市二川宿本陣資料館
0532-41-8580

二川宿／豊橋市二川宿本陣資料館吉田宿／吉田城鉄櫓
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芭蕉の「阿ちさゐや 藪
を小庭の 別座敷」が刻
まれた紫陽花塚がある。

聖観音像は、街道の風物詩として
道中記などにも取り上げられた。

史跡に指定されている曲尺手門の跡。

城全体の敷地は、名古屋城より広く全国有数の巨城だった。

江戸時代には木製の大橋（吉田大橋）が架けら
れていた。明治期以降に上流に新たな吉田大橋
が架けられた後、豊橋（とよばし）に名称変更された。

（右）吉田宿には本陣が2軒あった。
（左）駐車場の片隅にひっそりと佇む脇本陣跡。

元は、文化2年（1805）に建
てられた秋葉山常夜燈。
平成13年（2001）復元。

田原街道との分岐として明治
33年（1900）に建てられた。

境内には寛延4年（1751）の灯籠や秋葉山常夜燈がある。
二川宿で商家を営むかたわら、問屋役や名主を務めた田村家の
遺構。主屋、離れ座敷、土蔵などが一般公開。

二川宿本陣と旅籠屋「清明屋」が見学できる。東海道、宿場、本陣について学べる。　吉田城の東惣門跡を伝えるミニチュアが再現されている。

西惣門跡を伝えるミニチュア。この門
を出ると宿外れとなった。

貞享4年（1687）、芭蕉が
吉田宿に泊まった際の宿
の跡。

渥美郡奥郡道標

秋葉山常夜燈

東惣門跡

曲尺手門石碑

吉田城鉄櫓西惣門跡旧豊橋跡の碑

湊町公園・
芭蕉の
宿泊宿跡

本陣・脇本陣跡

商家「駒屋」

妙泉寺

大岩神明宮岩屋観音

豊橋市二川宿本陣資料館
（二川宿本陣、旅籠屋「清明屋」、資料館）
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